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スマトラ－アンダマン地震とニアス地震時の東南アジアのGPSデータのキネマティッ
ク解析

Kinematic analysis of GPS data in SE Asia during the Sumatra-Andaman and Nias earth-
quakes
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地震学的な研究によりスマトラ－アンダマン地震は 600秒に及ぶ長い破壊継続時間を有することが明らかになってい
る．一方，スタティック GPSでは，本震に引き続く１週間に極めて早い余効変動が生じたことが示されている．しかし
ながら,地震波が通過していから 24時間に何が起きたのか，あるいはどのように余効変動が始まったのか，はよくわかっ
ていない．そこで，我々はGIPSYによるキネマティックGPS解析を 2004年 12月 26日のスマトラ－アンダマン地震時
の東南アジアのGPS連続観測データに適用し，観測点の座標の時間変化を求めた．なお，座標の参照点には中国の武漢
とオーストラリアのカラーサを，時計の参照点には日本の水沢の IGS局のデータを用いている．座標時系列には，GPS
衛星の配置によると考えられる同じパターンの変化が異なる日に見られることから，シデリアル・フィルターを適用し
て，12月 26日の時系列からこれらの変化を除去した．

サンプリングは 30秒であるが，スマトラ－アンダマン地震による地震時変位がタイと北スマトラの観測点で検出され
る．北スマトラのサンパリでは 01時 00分 30秒 (UT)に初動が認められ，一方，タイ北部のチェンマイでは 01時 07分
30秒に初動が到達している．もし，この初動が震央から来たとすると，その速度は 3.2km/secと見積もられる．ただし，
これはレイリー波とするとやや遅い．タイ南部のプーケットとサンパリの初動のパーティクル・モーションを見ると，静
的変位にくらべ明らかに南よりに振動していることがわかる．また，バンコクなどのタイの複数の観測点においては，01
時 20分 (UT)あたりに，他の日には認めれらない波群が到達しているように見える．

2005年 3月 28日のニアス地震時のデータにも同じ方法を適用し，解析した．残念ながらこの地震前の武漢のデータ
に欠測が見られるため，現在のところシデリアル・フィルターは適用していない．さらに，地震は 16時 09分ころに発
生しているが前後に大きな擾乱が見られ，スマトラ西岸のパダンを除いて初動を同定するのが困難である．しかし，本
震発生時前後の１時間程度の座標の差を見ると，サンパリでは静的変位（南西へ約 20cm）とほぼ等しい大きい食い違い
が確認できる．

なお，現地での観測に際しては，下記の方々のご協力をいただいた．Dr. Aung Kyi(Department of Meteorology & Hy-
drology, Myanmar), Prof. Sununtha Kingpaiboon (Kohn Kaen University), Prof. Narong Hemmakron (Kin Mongkut’s Institute
of Technology Ladkrabang), Prof. Tharadol Komolmis (Chiang Mai University),川村眞文氏（情報通信研究機構）


